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の
結
城
白
河
氏
は
、
惣
領
家
と
庶
流
小
峰

家
と
の
間
が
微
妙
だ
っ
た
よ
う
で
す
の
で
、

ほ
り
さ
げ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

で
す
。

　「
忍
家
文
書
」
の
も
う
一
点
は
、
天
正

十
七
年
（
一
五
八
九
）
十
月
吉
日
付
の
義

親
証
状
の
写
で
す
。
こ
ち
ら
も
家
蔵
文
書

に
写
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
「
八
代
家
文
書
」
の
旧
蔵
者
故
八

代
伯
郎
氏
は
、
鉄
道
関
連
の
膨
大
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一

部
が
平
成
二
十
五
年
度
末
か
ら
翌
年
度
は

じ
め
に
か
け
て
当
館
二
階
特
別
展
示
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
秋
田
県
立
博
物
館
主
催

の
「
春
の
小
さ
な
鉄
道
展
」
で
公
開
さ
れ

ま
し
た
。
文
書
は
、
伯
郎
氏
の
御
遺
族
の

方
よ
り
当
館
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
八
代
家
は
佐
竹
家
中
の
久
保
田
居
住
の
、

い
わ
ゆ
る
旗
本
で
、
秋
田
藩
用
人
・
本
方

奉
行
・
副
役
・
目
付
等
を
つ
と
め
た
者
が

お
り
ま
す
。
中
級
ク
ラ
ス
の
武
士
で
す
。

幕
末
期
の
史
料
が
多
く
を
占
め
ま
す
が
、

あ
わ
た
だ
し
い
御
時
世
を
反
映
し
て
か
、

こ
の
時
の
八
代
家
当
主
は
北
方
警
備
に
関

わ
っ
た
か
と
思
え
ば
、
京
都
に
上
っ
た
り

し
た
よ
う
で
す
。
な
お
多
数
の
鉄
道
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
、
秋
田
県
立
博
物
館
に
寄
贈

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
貴
重
な
史
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
、「
忍
家
文
書
」
二
点
と
「
八

代
家
文
書
」
百
四
点
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。

　「
忍
家
文
書
」
は
、
佐
竹
家
中
で
江
戸

期
に
十
二
所
給
人
で
あ
っ
た
忍
家
伝
来
文

書
で
す
。

　
巻
頭
の
写
真
は
、
佐
竹
氏
入
封
以
前
の

文
書
で
す
。
釈
文
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
□
向
之
内
岡
部
太
郎
左
衛
門
跡
・

　
　
　
富
沢
之
内
小
田
文
八
あ
と
、
彼
両

　
　
　
地
と
ミ
沢
ニ
致
約
束
候
、
て
に
い

　
　
　
り
候
あ
ひ
た
、
か
し
置
候
、
彼
地

　
　
　
本
意
候
者
、
速
ニ
あ
け
お
く
へ
く

　
　
　
候
、
為
後
日
一
筆
い
た
し
お
き
候

　
　
　
也
、

　
　
天
文
二
十
年 

　
三
月
日
　（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
忍
太
郎
左
衛
門
と
の
へ

　
右
の
文
書
の
写
が
、「
秋
田
藩
家
蔵
文

書
」
一
五
茂
木
筑
後
組
下
十
二
所
給
人
家

蔵
文
書
（
Ａ
二
八
〇

｜

六
九

｜

一
五
）
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
原
本
の
所
在
は
、

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
び
原
本

が
発
見
さ
れ
た
の
で
す
。

　
家
蔵
文
書
に
写
し
た
秋
田
藩
文
書
所
は

日
付
の
真
下
の
花
押
の
人
物
を
特
定
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、『
白
河
市
史
』
第
五

巻
資
料
編
２
古
代
・
中
世
の
編
者
の
よ
う

に
、
白
河
結
城
氏
の
晴
綱
（
一
五
二
〇
？

〜
一
五
七
三
）
の
花
押
で
す
（『
白
河
市

史
』
は
、
原
本
を
忠
実
に
写
そ
う
と
し
た

家
蔵
文
書
を
捨
て
て
、
当
館
で
樋
口
本
と

命
名
し
て
い
る
家
蔵
文
書
の
解
読
本
を
採

用
し
て
い
ま
す
）。晴
綱
が
花
押
を
す
え
る
、

時
期
と
し
て
は
問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
左
に
あ
る
花
押
で
す
が
、
文
書
所

で
は
白
河
結
城
氏
の
庶
流
小
峰
家
出
身
で
、

晴
綱
亡
き
後
、
白
河
結
城
氏
を
乗
っ
取
る

義
親
（
一
五
四
一
〜
一
六
二
六
）
と
し
て

お
り
ま
す
。
確
か
に
義
親
の
花
押
と
し
て

よ
い
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
義
親
は
、
わ
ず
か
十
一
才
で
、

惣
領
家
と
並
ぶ
立
場
に
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
写
真
の
文
書
以
後
永
禄
頃
ま
で
、

義
親
の
文
書
が
一
点
も
な
い
の
も
引
っ
か

か
り
ま
す
。
さ
ら
に
他
の
白
河
結
城
氏
発

給
文
書
と
比
較
し
ま
す
と
、
義
親
の
花
押

と
充
書
の
「
忍
太
郎
左
衛
門
」
の
間
が
狭

い
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
偽
文
書
で
し
ょ
う
か
。
墨
色
等
か

ら
み
る
に
、
晴
綱
と
義
親
の
花
押
は
同
筆

で
は
な
い
よ
う
で
す
し
、
本
文
も
筆
が
違

う
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
十
六
世
紀

　
第
三
巻
は
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇

三
）
三
月
か
ら
同
十
七
年
（
一
七
〇
四
）

二
月
ま
で
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
三
月
十

三
日
に
宝
永
に
改
元
さ
れ
ま
す
の
で
、
元

禄
年
号
で
の
最
後
の
日
記
と
い
え
ま
す
。

　
記
主
岡
本
元
朝
は
秋
田
藩
家
老
で
す
か

ら
、
第
三
巻
は
秋
田
藩
家
老
時
代
パ
ー
ト

Ⅱ
と
い
え
ま
す
。
こ
の
巻
で
の
大
き
な
出

来
事
は
、
藩
主
佐
竹
義
処
が
六
月
二
十
三

日
に
横
手
で
没
し
た
こ
と
で
す
。
義
処
の

長
子
義
苗
は
父
に
先
立
っ
て
元
禄
十
二
年

（
一
六
九
九
）
に
亡
く
な
り
、
そ
の
弟
義

珍
は
相
馬
中
村
藩
主
の
養
子
と
な
り
、
そ

の
名
を
叙
胤
と
改
め
ま
し
た
（
そ
の
末
裔

が
最
後
の
秋
田
藩
主
佐
竹
義
堯
）
の
で
、

そ
の
弟
で
わ
ず
か
十
才
の
義
格
が
家
督
と

な
り
ま
す
。

　
岡
本
元
朝
日
記
第
三
巻
は
、
既
刊
同
様

に
消
費
税
抜
き
四
千
円
で
頒
布
し
て
お
り

ま
す
。
ご
購
入
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

辛亥

〒
〇
一
一
ー
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
ー
一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話 

〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇

「
忍
家
文
書
」
と
「
八
代
家
文
書
」
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寄
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史
料

「
岡
本
元
朝
日
記
」

　
　
　
　
　第
三
巻

「
岡
本
元
朝
日
記
」

　
　
　
　
　第
三
巻

刊
行
物
紹
介



　
講
座
は
、
当
館
所
蔵
資
料
に
関
す
る
知

識
や
歴
史
へ
の
知
識
・
興
味
を
深
め
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
歴
史
資
料
の
保
存
と
活

用
の
重
要
性
や
当
館
の
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
七
月
に
「
古
文
書

解
読
講
座
」
を
八
回
、
七
月
と
十
月
に

「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
の
「
古
文
書
解
読
講
座
」
は
、

初
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
方
を
対
象
に
し
た

Ⅰ
期
四
回
と
、
古
文
書
を
あ
る
程
度
読
め

る
方
を
対
象
に
し
た
Ⅱ
期
四
回
の
、
合
計

八
回
の
講
座
で
実
施
し
ま
し
た
。Ⅰ
期
で

は
前
年
ま
で
の
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

反
映
し
、
く
ず
し
字
の
特
徴
や
頻
出
す
る

用
語
や
表
現
、
文
章
の
パ
タ
ー
ン
な
ど
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゆ
っ

く
り
と
し
た
進
行
、
テ
キ
ス
ト
の
文
量
は

や
や
少
な
め
で
し
た
が
、
受
講
者
の
方
か

ら
は
お
お
む
ね
御
理
解
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
Ⅱ
期
は
秋
田
藩
家
蔵
文
書
や
、
藩
政
期

の
日
記
・
日
録
・
先
例
書
を
テ
キ
ス
ト
に

中
・
近
世
の
秋
田
の
歴
史
に
も
触
れ
る
内

容
で
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
御
参
加
い
た

だ
い
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
受
講
者
の
方
が

多
く
、
熱
心
に
質
問
す
る
姿
が
見
ら
れ
、

充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
」
は
、
秋
田
県

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
事
業（「
あ

き
た
ス
マ
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ
」
の
連
携
講

座
）
と
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

催
し
ま
し
た
。
古
文
書
解
読
講

座
Ⅱ
期
に
関
連
し
た
秋
田
氏
の

「
伝
承
と
史
実
の
あ
い
だ
に
」

実
像
を
探
る
講
座
と
、
今
年
度

の
企
画
展
「
公
文
書
で
見
る
秋

田
の
石
油
開
発
」
の
解
説
を
中

心
と
し
た
講
座
を
そ
れ
ぞ
れ
一

回
ず
つ
実
施
し
ま
し
た
。
講
座

終
了
後
に
閲
覧
室
や
展
示
室
を

訪
れ
、
資
料
の
閲
覧
利
用
を
さ

れ
た
受
講
生
の
方
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
講
座
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
御
自
身
が
資
料
に
興
味
を

も
ち
、
追
究
さ
れ
る
姿
に
、
今

後
の
公
文
書
館
の
利
用
を
促
進

す
る
効
果
が
生
ま
れ
た
と
思
い

ま
す
。

　
参
加
者
数
は
「
古
文
書
解
読

講
座
」Ⅰ
期
に
延
べ
百
一
名
、Ⅱ

期
に
延
べ
八
十
三
名
、「
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
講
座
」
に
合
わ
せ
て

六
十
五
名
と
、
合
計
二
百
四
十

九
名
の
方
々
に
御
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。今
年
度
は
、新
規
利
用
の
方
々

に
門
戸
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
試
験
的
に

古
文
書
解
読
講
座
の
Ⅰ
・
Ⅱ
期
を
重
複
受

講
で
き
な
い
ル
ー
ル
で
申
込
み
を
受
け
付

け
ま
し
た
。
利
用
者
皆
様
の
御
理
解
を
い

た
だ
き
、
Ⅰ
期
に
初
め
て
御
利
用
の
方
々

が
増
え
て
、
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
来
年
度
も
公
文
書
館
講
座
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・講座Ⅰ
　7/ 1（金）①様々な歴史資料
　　〃　　　②古文書で扱う文字
　7/ 8（金）③系図・由緒書を読む
　　〃　　　④山林盛衰之大凡考を読む
・講座Ⅱ
　7/15（金）①秋田藩家蔵文書を読む
　　〃　　　②御用記先例書を読む
　7/22（金）③土屋知虎日記を読む
　　〃　　　④箱館官暇日録を読む

　7/29（金）①伝承と史実のあいだに
 10/28（金）②公文書で見る秋田の石油開発

平成28年度　公文書館講座一覧

●古文書解読講座

●アーカイブズ講座
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秋
田
は
か
つ
て
、「
石
油
王
国
」
と
よ

ば
れ
て
い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

県
内
の
油
田
は
過
去
の
も
の
と
思
わ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
操

業
中
の
油
田
や
ガ
ス
田
が
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
。
掘
削
調
査
は
平
成
二
十
八
年
度
初

め
に
も
秋
田
市
で
実
施
さ
れ
、
シ
ェ
ー
ル

オ
イ
ル
の
わ
が
国
初
の
商
業
生
産
も
由
利

本
荘
市
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
企
画
展
は
、「
公
文
書
で
見

る
秋
田
の
石
油
開
発
〜
『
石
油
王
国
秋

田
』
誕
生
も
の
が
た
り
〜
」
と
題
し
、
か

つ
て
「
石
油
王
国
」
と
よ
ば
れ
た
秋
田
の

石
油
開
発
の
歴
史
を
所
蔵
資
料
で
た
ど
り

ま
し
た
。

　
展
示
は
、
石
油
開
発
前
史
（
明
治
時
代

以
前
）、
石
油
開
発
の
先
駆
者
た
ち
（
明

治
時
代
初
め
）、
近
代
的
な
油
田
開
発
の

あ
け
ぼ
の
（
明
治
時
代
中
頃
）、
油
田
開

発
の
本
格
化（
明
治
時
代
末
〜
大
正
時
代
）、

戦
時
体
制
下
の
石
油
（
昭
和
時
代
初
め
〜

終
戦
）、「
石
油
王
国
秋
田
」
の
誕
生
（
終

戦
〜
高
度
経
済
成
長
期
前
半
）、
新
た
な

石
油
資
源
開
発
と
産
業
の
育
成
（
昭
和
時

代
後
半
）、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
県
秋
田
」

の
創
造
（
現
在
）、
石
油
の
利
用
（
明
治

時
代
〜
昭
和
時
代
初
め
）
の
９
つ
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
時
代
ご
と
に
石
油
と
秋
田

と
の
か
か
わ
り
を
所
蔵
資
料
で
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
県
秋

田
」
の
創
造
（
現
在
）
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

県
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
課
と
協
同
し
、

県
が
現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。

  

今
回
の
企
画
展
は
、
か
つ
て
「
石
油
王

国
」
と
よ
ば
れ
、
多
く
の
方
が
石
油
産
業

に
携
わ
っ
て
き
た
関
係
か
ら
か
、
石
油
関

係
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い
た
方
の
来
場

も
目
立
ち
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
て
い
る
写

真
や
地
図
の
前
で
仕
事
の
思
い
出
を
御
家

族
に
話
さ
れ
て
い
る
方
や
、
図
面
を
見
な

が
ら
技
術
的
な
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い

る
小
グ
ル
ー
プ
の
方
を
何
度
か
見
か
け
ま

し
た
。
ま
た
、
秋
田
の
石
油
産
業
に
お
け

る
先
覚
者
と
し
て
紹
介
し
た
千
蒲
善
五
郎

や
黒
沢
利
八
に
つ
い
て
の
御
質
問
も
あ
り
、

埋
も
れ
か
け
て
い
た
先
人
た
ち
の
業
績
や
、

資
料
を
保
存
し
伝
え
て
い
く
こ
と
の
意
義

を
多
少
な
り
と
も
お
伝
え
で
き
た
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
企
画
展
で
は
、
ひ
と
目
で
理
解
し
や
す

い
も
の
を
展
示
の
中
心
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
公
文
書
館
所
蔵
資
料
は
大
部
分
が

文
書
の
資
料
で
す
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で

読
ん
で
、
内
容
が
わ
か
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
展
示
し
た
資
料
の
前
後
の
部
分

や
、
周
辺
の
資
料
を
読
ん
で
み
る
と
、
よ

り
奥
深
く
、
時
代
の
姿
や
先
人
の
業
績
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
公
文
書
館
所
蔵
資
料
は
ど
な
た
で
も
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
興
味
を
も
た

れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
御

来
館
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
企
画
展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
閲

覧
室
に
用
意
し
て
い
る
他
、
当
館
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
御
活
用
く
だ
さ
い
。

11月３日、ギャラリートークを実施

展示資料より　昭和30年頃の八橋油田

　秋田県公文書館は、歴史資料として重要な公文書その他の記録を保存し、及び利用に供するため、公文書館法に
基づく施設として平成５年に開館しました。

〒010-0952　秋田市山王新町14－31  
電　話　０１８（８６６）８３０１
ＦＡＸ　０１８（８６６）８３０３
E-mail  koubun@apl.pref.akita.jp
http://www.pref.akita.lg.jp/kobunsyo/
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児
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会
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田
市
文
化
会
館
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県

公
文
書
館

●
秋
田
県
庁

●
秋
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銀
行
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銀
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本
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国
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秋田中央道路
旭北出入口

山王大通り←秋田南バイパスへ
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秋田県公文書館

公文書で見る
　　秋田の石油開発

平成28年度　企画展

開催期間

開場時間 午前10時～午後５時

会　　場 秋田県公文書館　２階　特別展示室

平成28年　８月27日　～ ９月27日
10月29日　～11月28日

（期間中の休館日　９月７日㈬、11月２日㈬）

～「石油王国秋田」誕生ものがたり～

大正時代の豊川油田
（行啓記念事業一覧（162102－00015））
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「
公
文
書
で
見
る
秋
田
の
石
油
開
発

　
　〜
『
石
油
王
国
秋
田
』
誕
生
も
の
が
た
り
〜
」

平
成
二
十
八
年
度

　企
画
展
報
告

前
期
八
月
二
十
七
日
〜
九
月
二
十
七
日

　後
期
十
月
二
十
九
日
〜
十
一
月
二
十
八
日



引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

３０９件
（528冊）

３，３６８件
（5,176冊）

理
由

内

　
　訳

平成28年新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利 用 し て い る （※２） 

非 公 開 情 報 が 多 数
含 ま れ て い る （※１）

新規公開の候補とした公文書 2,053件

1,082件

971件

887件

84件

9.2％

０件
（0冊）

１３件
（53冊） 0.0％

知 事 部 局
（平成２7年度分）

各 行 政 委 員 会
（平成２6年度分）

　
県
の
各
部
所
で
作
成
さ
れ
県
庁
舎
地
下

書
庫
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
、
保
存
期
間
経
過
後
に
当
館
へ
毎
年
引

き
渡
さ
れ
ま
す
。

　
前
年
度
知
事
部
局
か
ら
引
渡
し
を
受
け

た
件
数
は
約
三
千
件
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
毎
年
当
館
の
基
準
に
よ
り

評
価
・
選
別
を
行
い
、
後
世
に
継
承
す
べ

き
県
政
資
料
と
し
て
利
用
者
へ
の
公
開
等

に
備
え
、
当
館
の
書
庫
に
保
存
し
ま
す
。

　
一
方
、
当
館
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
、
作
成
後
三
十
年
経
過
し
た

公
文
書
に
つ
い
て
は
、
毎
年
利
用
者
へ
の

公
開
に
向
け
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

侵
害
す
る
情
報
が
あ
る
か
ど
う
か
を
主
眼

に
点
検
し
、
作
成
原
課
と
の
協
議
を
経

て
、
目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
な

ど
公
開
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
二
十
八
年
度
、
新
た
に
公
開
対
象

と
し
た
公
文
書
の
内
訳
は
下
表
の
よ
う

に
、
合
計
千
八
十
二
件
で
す
。
ど
な
た
で

も
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
閲
覧
請
求
の
上
、
原
本

を
（
非
公
開
情
報
は
被
覆
の
上
）
御
覧
に

な
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ

い
。

　
今
回
、
企
画
展
で
展
示
し
た
所
蔵
資
料

の
中
に
、
明
治
四
十
三
年
の
「
産
業
功
績

者
調
」
が
あ
り
ま
す
。
秋
田
に
お
け
る
石

油
産
業
の
先
覚
者
と
し
て
取
り
上
げ
た
千

蒲
善
五
郎
、
黒
沢
利
八
の
記
録
は
、
こ
こ

の
記
載
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
の
簿
冊
は
、
県
が
県
内
の
郡
市
長
に
、

表
彰
対
象
者
の
推
薦
を
依
頼
し
、
そ
の
回

答
で
あ
る
調
書
が
綴
ら
れ
た
も
の
で
す
。

巻
頭
に
は
、
七
十
二
名
の
氏
名
と
二
団
体

の
あ
わ
せ
て
七
十
三
組(

二
名
連
名
が
一

組
）
が
記
載
さ
れ
た
索
引
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
後
か
ら
提
出
さ
れ
た
た
め
か
、
索

引
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
三
名
分
が
巻
末

に
綴
ら
れ
、
合
計
七
十
六
組
の
調
書
と
、

関
係
す
る
事
務
文
書
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
調
書
の
対
象
は
、
大
部
分
が
開
拓
、
開

墾
や
、
農
事
、
養
蚕
、
山
林
、
畜
産
な
ど

農
林
業
関
係
者
で
す
。
中
に
は
、
こ
の
時

に
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
二
田
是
雄

や
渡
部
斧
松
の
名
前
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
鉱
工
業
関
係
で
は
染
色
や
織
物
な
ど

の
繊
維
産
業
が
多
く
、
醸
造
業
や
今
回
の

企
画
展
で
取
り
上
げ
た
石
油
産
業
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
醸
造
の
浅
利
佐
助
や
、
今

回
紹
介
し
た
黒
沢
利
八
、
千
蒲
善
五
郎
の

孫
の
信
一
郎
の
名
前
も
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　
内
容
を
見
る
と
、
当
時
の
人
々
や
県
が
、

何
を
大
切
と
考
え
て
い
た
の
か
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
調
書
の
大
部
分
を

農
林
業
関
係
者
が
占
め
て
い
る
の
は
、
こ

れ
を
重
要
と
考
え
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ

ま
す
。ま
た
、現
在
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
養
蚕
や
軍
馬
の
生
産
に
つ
い
て
の
記
載

が
多
い
こ
と
か
ら
、
当
時
重
視
さ
れ
て
い

た
も
の
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
時
代
の
人
の
目
で
記
録
さ
れ
、
そ
の
考

え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
記
録
と
い

え
ま
す
。

　
明
治
期
の
行
政
文
書
で
す
の
で
、
文
学

作
品
の
よ
う
に
洗
練
さ
れ
た
文
章
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
調
書
の
大
部
分
は
、

旧
仮
名
遣
い
な
が
ら
楷
書
と
ひ
ら
が
な
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
と
と
も

に
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
の
偉

人
の
伝
記
や
産
業
の
記
録
と
し
て
読
ん
で

み
て
も
面
白
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
資
料
の
周
辺
に
は
、
他
に

も
産
業
功
労
者
に
対
す
る
調
書
や
表
彰
の

原
案
な
ど
の
簿
冊
が
あ
り
、
石
川
理
紀
之

助
や
井
坂
直
幹
、
和
井
内
貞
之
の
調
書
も

見
ら
れ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
目
を
通
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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明
治
四
十
三
年
　
産
業
功
績
者
調

公
文
書
の
引
渡
し
・
公
開
状
況

企
画
展
の
展
示
資
料
よ
り

（
９
３
０
１
０
３ ―

 

０
７
４
７
３
）
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今
年
度
も
八
月
二
十
七
日
（
土
）
と
十

一
月
三
日
（
木
・
祝
）
に
、
当
館
三
階
多

目
的
ホ
ー
ル
に
て
、「
県
政
映
画
上
映
会

〜
秋
田
昭
和
の
時
代 

映
像
ア
ー
カ
イ
ブ

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
八
月
の
上
映
会
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
年
に
ち
な
み
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
小
野
喬
選
手
は
じ

め
体
操
選
手
団
の
公
開
演
技
も
収
録
し
た

「
小
野
選
手
晴
れ
の
郷
土
入
り
」、
昭
和

三
十
九
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
県
内
リ
レ
ー
の
様
子
を
紹
介
す

る
「
聖
火
羽
後
路
を
行
く
」
を
は
じ
め
、

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
カ
ー
に

　
秋
田
県
で
は
、
県
内
の
グ
ル
ー
プ
が

主
催
す
る
学
習
会
に
職
員
を
派
遣
し
、

県
の
事
業
の
紹
介
を
行
う
「
あ
き
た
県

庁
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

公
文
書
館
で
も
、
平
成
二
十
六
年
度
か

ら
、「
公
文
書
館
所
蔵
資
料
で
秋
田
の

魅
力
を
再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、
出
前

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
出
前
講
座
で
は
、
所
蔵
資
料
や
主
催

行
事
の
内
容
に
触
れ
な
が
ら
、
公
文
書

館
の
業
務
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
の
グ
ル
ー
プ
の
状
況
に
よ

り
、
講
座
の
時
間
や
難
易
度
は
調
整
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
は
、
秋
田
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

掲
載
の
実
施
要
項
を
御
覧
に
な
る
か
、

公
文
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
過
去
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
　
平
成
二
十
六
年
度
　

　
　
　
　
　
　
四
件
　
　
九
十
二
人

　
　
平
成
二
十
七
年
度
　

　
　
　
　
　
　
七
件
　
二
百
十
二
人

　
　
平
成
二
十
八
年
度
　

　
　
　
　
　
　
二
件
二
百
三
十
四
人

　
　
　
　
　
　（
十
二
月
末
日
現
在
）

よ
る
巡
回
検
診
な
ど
県
の
施
策
や
、
ふ
る

さ
と
の
四
季
を
紹
介
す
る
五
本
の
作
品
を

上
映
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
は
、「
第
一
回
文
化
功
労
者
表

彰
」
や
「
文
化
の
殿
堂
完
成
（
県
民
会
館
・

県
立
秋
田
図
書
館
）」、「
本
観
測
ロ
ケ
ッ

ト
飛
ぶ
」
な
ど
五
本
を
上
映
し
ま
し
た
。

  
ま
た
、
今
年
度
の
工
夫
と
し
て
、
両
回

と
も
、
企
画
展
「
公
文
書
で
見
る
秋
田
の

石
油
開
発
〜
『
石
油
王
国
秋
田
』
誕
生
も

の
が
た
り
〜
」
に
関
連
す
る
ニ
ュ
ー
ス
映

像
を
交
え
て
上
映
し
ま
し
た
。

　
お
客
様
の
感
想
を
い
く
つ
か
御
紹
介
し

ま
す
。「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
に
走
者
と

し
て
参
加
し
た

の
で
、
と
て
も

懐
か
し
か
っ

た
」（
六
十
代
、

男
性
）、「
検
診

車
に
乗
っ
て
、

国
亡
病
と
い
わ

れ
た
結
核
と

戦
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
た
」

（
八
十
代
、
男

性
）、「
短
い
時
間
で
秋
田
の
歴
史
が
分
か

り
、白
黒
映
像
が
新
鮮
だ
っ
た
」（
六
十
代
、

男
性
）、「
油
田
開
発
の
映
像
は
昔
の
様
子

を
知
る
良
い
資
料
。
地
元
の
子
ど
も
達
に

も
見
せ
て
あ
げ
た
い
」（
五
十
代
、
女
性
）、

「
小
船
に
乗
っ
て
白
竜
号
を
見
学
に
行
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
」（
八
十
代
、男
性
）、

「
企
画
展
と
上
映
会
が
リ
ン
ク
し
て
い
て

と
て
も
良
か
っ
た
。」（
四
十
代
、
女
性
）。

　
ま
た
、「
記
憶
が
風
化
し
な
い
よ
う
災

害
な
ど
シ
ビ
ア
な
映
像
も
取
上
げ
て
ほ
し

い
」（
七
十
代
、
女
性
）、「
よ
り
多
く
の

参
加
が
あ
れ
ば
い
い
」（
六
十
代
、男
性
）

と
の
御
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
参
考
に
平
成
二
十
九
年
度
も

二
回
の
上
映
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
当
館
の
ビ
デ
オ
ル
ー
ム
で
は
、
ど
な
た

で
も
、「
県
政
映
画
」
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
様
の
御
来
館
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成28年度　第1回上映会ポスター

「海底油田掘削進む」（白竜号）
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県
政
映
画
上
映
会

〜
秋
田
昭
和
の
時
代
　
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
〜

あ
き
た
県
庁

　
出
前
講
座
報
告



 

　
市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
は
、
県
内
市
町
村
の
各
担
当
者

の
情
報
交
換
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
年
度
は
十
一
月
十
八
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
基
調
講
演
に
は
、
学
習
院
大
学
文
学
部

教
授
、
内
閣
府
公
文
書
管
理
委
員
会
委
員

の
保
坂
裕
興
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
存
在

と
時
間
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ―

公
文
書
管
理

法
へ
の
視
座―

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
約
三
百
年
前
の
村
方
騒
動
当
時
の
村
の

文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
そ
の
後

の
年
貢
行
政
や
公
租
負
担
者
の
権
利
に
い

か
に
役
に
立
っ
た
か
と
い
う
題
材
を
基
に
、

現
代
に
飛
ん
で
公
文
書
管
理
や
時
間
時
代

を
越
え
て
文
書
が
残
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の

意
味
な
ど
を
解
説
す
る
と
い
う
大
変
興
味

深
い
講
演
で
し
た
。
詳
細
は
当
館
の
「
研

究
紀
要
」
第
二
十
三
号
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
会
議
の
後
半
で
は
、
大
仙
市
か
ら
来
年

度
開
館
予
定
の
公
文
書
館
・
大
仙
市
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
事
例
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
市
町
村
で
は
東
北
初

　
当
館
所
蔵
の
資
料
は
、
許
可
を
受
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
複
製
物
を
作
成
し

た
り
、
写
真
や
翻
刻
の
出
版
物
へ
の
掲

載
、
放
映
、
映
像
資
料
の
上
映
な
ど
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
許
可
申
請
は
平
成
二
十
七
年
度
に
六

十
一
件
、
平
成
二
十
八
年
度
は
十
二
月

末
ま
で
に
三
十
件
あ
り
、
別
表
の
よ
う

に
資
料
を
御
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
申
請
手
続
き
の
詳
細
は
、
当
館
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
閲
覧
室
と
資
料
の

ご
利
用
方
法
」
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

所
蔵
資
料
の
出
版
・
掲
載
・

放
映
等
の
利
用
に
つ
い
て

と
な
る
事
例
だ
け
に
他
の
市
町
村
か
ら
も

質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
市

ほ
か
か
ら
庁
舎
移
転
に
伴
う
書
庫
の
扱
い

な
ど
の
事
例
紹
介
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
の
大
合
併
後
十
年
を
迎
え
て
、
行

政
の
様
々
な
面
で
大
き
な
見
直
し
・
改
革

が
図
ら
れ
る
中
、
公
文
書
の
管
理
保
存
と

利
活
用
も
そ
の
中
の
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で

す
。
大
仙
市
の
よ
う
に
公
文
書
館
を
目
指

す
市
町
村
も
あ
れ
ば
、
建
物
を
伴
わ
な
い

公
文
書
館
機
能
の
み
、
あ
る
い
は
そ
の
他

の
取
り
組
み
を
試
み
て
い
る
市
町
村
も
あ

り
ま
す
。
当
館
と
し
て
も
各
市
町
村
や
関

係
方
面
と
の
情
報
の
共
有
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
助
言
・
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議
の
ほ
か
に
、
当
館
で
は
平
成
二

十
六
年
度
か
ら
県
内
市
町
村
の
訪
問
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
秋
田
県
歴
史
資

料
保
存
調
査
事
業
の
一
環
で
、
市
町
村
公

文
書
管
理
担
当
者
及
び
歴
史
資
料
・
文
化

財
担
当
者
と
情
報
交
換
を
行
う
と
共
に
現

場
の
資
料
保
存
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
必

要
な
助
言
や
資
料
保
存
の
情
報
収
集
な
ど

を
行
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
平
成
二
十
八

年
度
ま
で
に
全
二
十
五
市
町
村
を
一
巡
し

ま
し
た
。こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、当
館
で
は
、

県
内
市
町
村
公
文
書
館
機
能
、
公
文
書
・

歴
史
資
料
管
理
機
能
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

配
布
物
・
報
告
書
等
へ
の
掲
載

放
映
・
放
送
等
で
の
使
用

出
版
物
へ
の
掲
載

映
像
資
料
の
上
映

展
示
会
・
企
画
展
等
で
の
展
示

平
成
二
十
七
年
度

平
成
二
十
八
年
度（
十
二
月
末
現
在
）

配
布
物
・
報
告
書
等
へ
の
掲
載 

放
映
・
放
送
等
で
の
使
用

出
版
物
へ
の
掲
載

展
示
会
・
企
画
展
等
で
の
展
示
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市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料

　
　
　
　
　
保
存
利
用
推
進
会
議

平
成
二
十
八
年
度



こ
の
印
刷
物
は
二
、〇
〇
〇
部
作
成
し
、そ
の
経
費
は
一
部
当
り
二
四・八
四
円
で
す
。

◆
開
館
時
間

　
平
　
　
日
　
９
時
〜 

19
時

　
土
日
祝
日
　
10
時
〜 

18
時

　
　
（
資
料
利
用
申
請
は
17
時
30
分
ま
で
）

◆
休
館
日（
平
成
29
年
度
予
定
）

　
特
別
整
理
期
間

　
　
　
　
　
　
　
５
月
30
日
〜
６
月
７
日

　
　
　
　
　
　
　
12
月
６
日
〜
12
月
13
日

　
年
末
年
始
　
　
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

　
毎
月
第
一（
ま
た
は
第
二
）水
曜
日

　
　
４
月
５
日
・
５
月
10
日
・
７
月
５
日
・

　
　
８
月
２
日
・
９
月
６
日
・
10
月
４
日
・

　
　
11
月
８
日
・
１
月
10
日
・
２
月
７
日
・

　
　
３
月
７
日

◆
企
画
展

　
　
前
期
　
８
月
26
日
〜
９
月
25
日

　
　
後
期
　
10
月
27
日
〜
11
月
29
日

◆
公
文
書
館
講
座

　●
古
文
書
解
読
講
座

　
　
７
月
７
日
・
７
月
14
日
・
７
月
21
日
・

　
　
７
月
28
日

◆
県
政
映
画
上
映
会

　第
一
回
　
８
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
県
の
記
念
日
）

　
第
二
回
　
11
月
３
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
化
の
日
）

◆
古
文
書
相
談
日

　４
月
25
日
・
５
月
９
日
・
５
月
23
日
・

　
６
月
13
日
・
６
月
27
日
・
８
月
８
日
・

　
９
月
12
日
・
９
月
26
日
・
10
月
10
日
・

　
11
月
14
日
・
11
月
28
日
・
12
月
26
日
・

　
１
月
23
日
・
２
月
13
日
・
２
月
27
日
・

　
３
月
13
日
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児
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市
町
村
段
階
で
は
東
北
六
県
初
と
な
る

公
文
書
館
「
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
が

平
成
二
十
九
年
度
開
館
の
運
び
と
な
り
、

大
仙
市
強
首
の
旧
双
葉
小
学
校
校
舎
が
改

修
さ
れ
て
公
文
書
館
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
同
市
及
び
合
併
前
旧
市
町
村
公
文
書
、

同
市
内
の
地
域
資
料
（
い
わ
ゆ
る
古
文

書
）
等
同
市
の
収
集
保
有
す
る
歴
史
資
料

が
こ
こ
に
一
元
的
に
管
理
保
管
さ
れ
、
一

般
の
利
用
に
供
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
当
館
と
し
て
も
秋
田
県
内
で
初
め
て
の

公
文
書
館
仲
間
の
誕
生
に
で
き
う
る
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
当

面
は
、
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
当
館
所

蔵
資
料
の
展
示
を
行
う
な
ど
開
館
記
念
事

業
に
協
力
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
は
、
両
館
、
さ
ら
に
は
県
内
他
市

町
村
も
含
め
て
、
所
蔵
資
料
の
情
報
共
有

を
図
る
な
ど
、
当
館
が
県
内
の
公
文
書
館

等
全
体
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
よ
う
機
能
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

改修工事中の施設全景

工事中の大書庫

URL  http://www.pref.akita.lg.jp/pages/genre/kobunsyo/　
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大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
開
館
し
ま
す

行
事
予
定

利
用
案
内

●

平
成
二
十
九
年
度
に
公
文
書
館
の
仲
間
が
増
え
ま
す

平
成
二
十
九
年
度

公
文
書
館


